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一
、
は
じ
め
に

　
『
土
蜘
蛛
草
子
（
（
（

』
は
、
十
一
世
紀
に
源
氏
の
武
将
と
し
て
名
を
馳
せ
た
源
頼
光

の
武
勇
譚
が
描
か
れ
た
物
語
で
あ
る
。
頼
光
と
そ
の
郎
等
の
渡
辺
綱
が
、
空
飛

ぶ
髑
髏
を
追
い
か
け
た
先
で
神
楽
岡
の
古
い
家
に
到
り
、
そ
こ
に
住
み
着
く
土

蜘
蛛
を
退
治
す
る
と
い
う
内
容
で
絵
巻
化
さ
れ
て
い
る
。
本
絵
巻
は
、
こ
れ
ま

で
山
姥
伝
承
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
、
源
氏
尊
崇
、
人
形
芝
居
な
ど
の
点
で
注
目
さ

れ
、
論
じ
ら
れ
て
き
た
（
（
（

。

　

土
蜘
蛛
の
物
語
と
い
え
ば
、
源
頼
光
が
登
場
し
て
土
蜘
蛛
を
退
治
す
る
内
容

で
、
絵
巻
に
な
っ
て
い
る
作
品
が
他
に
も
あ
る
。
こ
の
物
語
は
、
頼
光
を
主
人

公
と
す
る
点
は
共
通
す
る
が
、
土
蜘
蛛
を
退
治
す
る
の
は
頼
光
の
家
来
の
四
天

王
た
ち
で
、
名
剣
や
兵
法
書
な
ど
、
頼
光
が
英
雄
た
る
条
件
が
描
か
れ
て
い

る
。
謡
曲
な
ど
に
も
展
開
し
、
広
く
流
布
し
た
物
語
で
、
慶
應
義
塾
図
書
館
所

蔵
絵
巻
二
軸
（
以
下
、
慶
応
本
と
称
す
る
（
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
本
稿
で
取

り
上
げ
る
『
土
蜘
蛛
草
子
』
は
、
頼
光
の
英
雄
譚
と
し
て
は
共
通
す
る
も
の

の
、
こ
の
慶
応
本
『
土
蜘
蛛
』
と
は
別
の
作
品
で
あ
る
（
（
（

。

　

さ
て
『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
話
に
戻
る
と
、『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
成
立
は
十
四

世
紀
頃
と
さ
れ
て
お
り
、
絵
画
化
さ
れ
た
土
蜘
蛛
退
治
譚
の
絵
巻
の
中
で
は
最

古
の
作
品
で
あ
る
。
現
存
す
る
絵
巻
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
本
（
以
下
、
東

博
Ａ
本
と
称
す
る
（
が
最
も
古
く
、
そ
の
当
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
作
者
に
つ
い
て
は
東
博
Ａ
本
に
添
書
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
絵
土
佐
長
隆

筆
、
詞
書
兼
好
法
師
筆
」
と
記
さ
れ
、『
古
画
目
録
』
等
に
は
「
土
佐
光
顕
筆
」

と
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
疑
義
が
示
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

　

ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
に
は
、
こ
の
古
写
本
（
東
博
Ａ
本
（
を
模
写
し
た

模
写
本
が
あ
る
（
以
下
、
東
博
Ｂ
本
と
称
す
る
（。
そ
の
他
、
現
存
す
る
『
土

蜘
蛛
草
子
』
の
伝
本
は
四
本
あ
り
、
大
英
博
物
館
本
、
神
宮
文
庫
本
（
（
（

、
国
際

日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
所
蔵
本
の
三
本
は
先
行
研
究
に
よ
り
、
最
古
の
写
本
で
あ

る
東
博
Ａ
本
の
模
写
本
で
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
京
都
府
立
京

都
学
・
歴
彩
館
に
所
蔵
さ
れ
る
伝
本
も
、
誤
写
段
階
で
の
僅
少
な
差
が
あ
る
の

み
と
さ
れ
（
（
（

、
他
の
伝
本
と
同
様
、
模
写
本
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
東
博
Ａ

本
に
あ
る
錯
簡
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
諸
伝
本
の
関
係
が
考
察
さ
れ
て
き
た
（
（
（

。

　

こ
の
度
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
に
、『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
絵
巻
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
（
以
下
、
大
正
本
と
称
す
る
（。
大
正
本
は
、
こ
れ

大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
土
蜘
蛛
草
子
』
絵
巻
に
つ
い
て
の
考
察

佐
　
藤
　
　
　
圭
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ま
で
研
究
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
新
出
の
伝
本
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
諸
伝

本
と
の
比
較
を
通
し
て
大
正
本
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
諸
伝
本
間
に
お
け
る

位
置
づ
け
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

二
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
土
蜘
蛛
草
子
』
書
誌

　

大
正
本
に
は
、
各
紙
の
横
の
寸
法
、
紙
面
と
内
容
の
対
照
性
、
書
入
の
有
無

な
ど
、
他
の
伝
本
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
に
つ

い
て
明
確
に
す
る
た
め
、
次
に
大
正
本
の
書
誌
を
示
す
。

　

・
形
態　
　

絵
巻
一
巻
一
軸
。

　

・
法
量　
　

紙
高
二
六
・
五
糎
。
全
長
九
八
一
・
三
糎
。

　

・
軸　
　
　

軸
長
二
七
・
八
糎
。
直
径
一
・
七
糎
。

　

・
表
紙　
　

�

山
吹
茶
緞
子
布
地
。
花
唐
草
文
様
。
縦
二
六
・
五
糎
×
横
二

二
・
三
糎
。（【
写
真
一
】（

　

・
見
返　
　

楮
紙
。
灰
色
、
金
箔
散
。
縦
二
六
・
五
糎
×
横
二
二
・
三
糎
。

　

・
題
簽　
　

な
し
。
外
題
な
し
。
内
題
な
し
。

　

・
書
写
年
代　
　

奥
書
・
識
語
な
し
、
江
戸
時
代
後
期
の
書
写
か
。

　

・
挿
絵　
　

九
面
。

　

・
紙
数　
　

三
十
五
紙
。

　

・
各
紙
寸
法　
【
表
一
】
に
別
記
。

　

・
箱　
　
　

あ
り
。
縦
二
九
・
三
糎
。
横
七
・
七
糎
。
高
さ
八
・
二
糎
。

　
　
　
　
　
　

�

蓋
の
裏
に｢

原
本
、
筆
者
土
佐
光
顕
、
詞
書
兼
好
法
師｣

の
記

載
あ
り
。（【
写
真
二
・
三
】（

【
表
一
】
各
紙
寸
法
表
〔
単
位
は
糎
で
示
す
〕

紙

寸
法
（
横
（

第
十
八
紙　

一
二
・
八

第
一
紙　

三
一
・
八

第
十
九
紙　

二
三
・
八

第
二
紙　

三
七
・
五

第
二
十
紙　

三
七
・
五

第
三
紙　

三
七
・
七

第
二
十
一
紙

三
七
・
〇

第
四
紙　

三
七
・
二

第
二
十
二
紙

二
・
六

第
五
紙　

三
七
・
一

第
二
十
三
紙

三
四
・
二

第
六
紙　

三
七
・
〇

第
二
十
四
紙

三
七
・
六

第
七
紙　

三
七
・
七

第
二
十
五
紙

八
・
〇

第
八
紙　

三
〇
・
八

第
二
十
六
紙

二
九
・
一

第
九
紙　

五
・
二

第
二
十
七
紙

一
〇
・
五

第
十
紙　

三
七
・
五

第
二
十
八
紙

二
八
・
〇

第
十
一
紙

三
七
・
五

第
二
十
九
紙

一
〇
・
七

第
十
二
紙

三
七
・
五

第
三
十
紙　

二
六
・
五

第
十
三
紙

五
・
二

第
三
十
一
紙

一
一
・
〇

第
十
四
紙

三
一
・
二

第
三
十
二
紙

二
四
・
七

第
十
五
紙

三
七
・
五

第
三
十
三
紙

三
七
・
五

第
十
六
紙

三
七
・
五

第
三
十
四
紙

二
一
・
五

第
十
七
紙

三
七
・
六

第
三
十
五
紙

一
二
・
五
（
（
（

　
【
表
一
】
に
は
各
紙
寸
法
に
つ
い
て
示
し
た
が
、
大
正
本
は
横
の
長
さ
に
特

徴
が
あ
る
。
一
般
的
な
絵
巻
の
場
合
、
各
紙
の
横
の
寸
法
は
一
定
だ
が
、
大
正

本
は
横
の
寸
法
が
不
定
で
あ
る
。
大
正
本
の
寸
法
は
半
分
以
上
が
三
七
糎
台
で

あ
り
、
第
二
紙
の
三
七
・
五
糎
を
は
じ
め
、
第
三
紙
、
第
四
紙
、
第
五
紙
、
第

六
紙
、
第
七
紙
、
第
十
紙
、
第
十
一
紙
、
第
十
二
紙
、
第
十
五
紙
、
第
十
六
、

第
十
七
紙
、
第
二
十
紙
、
第
二
十
一
紙
、
第
二
十
三
紙
、
第
二
十
四
紙
、
第
三

十
三
紙
な
ど
、
計
十
七
紙
が
お
よ
そ
三
七
糎
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
紙
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に
つ
い
て
は
、
第
九
紙
は
極
端
に
短
く
五
・
二
糎
で
あ
り
、
第
十
三
紙
、
第
十

八
紙
、
第
二
十
二
紙
、
第
二
十
五
紙
、
第
二
十
七
紙
、
第
二
十
九
紙
、
第
三
十

一
紙
も
同
じ
く
極
端
に
短
い
寸
法
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
紙
は
や
や
短

く
三
一
・
八
糎
で
あ
り
、
第
八
紙
、
第
十
四
紙
、
第
十
九
紙
、
第
二
十
六
紙
、

第
二
十
八
紙
、
第
三
十
紙
、
第
三
十
二
紙
、
第
三
十
四
紙
も
同
じ
く
や
や
短
い

寸
法
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
大
正
本
の
各
紙
の
横
の
寸
法
は
一

定
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、
各
紙
の
寸
法
と
絵
や
詞
書
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
、
紙
面
と
内
容
の
対
照
表
と
し
て
【
表
二
】
に
示
す
。

【
表
二
】
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵『
土
蜘
蛛
草
子
』の
紙
面
と
内
容
の
対
照
表

　
〔
凡
例
〕

　

・「
詞
書
・
絵
」
は
各
紙
の
該
当
す
る
詞
書
と
絵
の
範
囲
に
つ
い
て
示
し
た
。

　

・�「
行
数
・
場
面
」
は
各
紙
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詞
書
は
そ
の
行
数
、
絵
は

場
面
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
を
示
し
た
。

紙

寸
法

詞
書
・
絵

行
数
・
場
面

第
一
紙

三
一
・
八

詞
書
一

一
行
目
～
十
三
行
目

第
二
紙

三
七
・
五

十
四
行
目
～
十
六
行
目

絵
一

綱
の
乗
る
馬
の
尾

第
三
紙

三
七
・
七

綱
の
乗
る
馬
の
尾

古
き
家
の
門

第
四
紙

三
七
・
二

古
き
家
の
門

絵
二

頼
光
と
綱
（
全
体
（

第
五
紙

三
七
・
一

絵
三

絵
三
（
始
（

髑
髏
と
男
女
の
首

第
六
紙

三
七
・
〇

髑
髏
と
男
女
の
首

詞
書
二

一
行
目
～
十
二
行
目

第
七
紙

三
七
・
七

十
三
行
目
～
二
十
一
行
目

絵
四

頼
光
の
帯
刀
の
先

第
八
紙

三
〇
・
八

頼
光
の
帯
刀
の
先

絵
四
（
終
（

第
九
紙

五
・
二

詞
書
三

一
行
目
～
二
行
目
（
始
（

第
十
紙

三
七
・
五

三
行
目
～
十
七
行
目

絵
五

縁
側
に
座
る
頼
光

第
十
一
紙

三
七
・
五

縁
側
に
座
る
頼
光

蹲
踞
の
異
類
異
形
の
尻

第
十
二
紙

三
七
・
五

蹲
踞
の
異
類
異
形
の
尻

詞
書
四

一
行
目
～
十
四
行
目

第
十
三
紙

五
・
二

十
五
行
目
～
十
六
行
目
（
終
（

第
十
四
紙

三
一
・
二

絵
六

絵
六
（
始
（

正
面
を
向
く
頼
光

第
十
五
紙

三
七
・
五

正
面
を
向
く
頼
光

詞
書
五

一
行
目
～
八
行
目
（
全
行
（

絵
七

尼
と
対
座
す
る
頼
光
の
右
襖

第
十
六
紙

三
七
・
五

尼
と
対
座
す
る
頼
光
の
右
襖

詞
書
六

一
行
目
～
二
行
目

第
十
七
紙

三
七
・
六

二
行
目
～
六
行
目

絵
八

美
女
の
右
肘
の
先

第
十
八
紙

一
二
・
八

美
女
の
右
肘
の
先

絵
八
（
終
（

第
十
九
紙

二
三
・
八

詞
書
七

一
行
目
～
八
行
目
（
全
行
（

絵
九

綱
の
右
の
雑
草
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第
二
十
紙

三
七
・
五

綱
の
右
の
雑
草

詞
書
八

一
行
目
～
三
行
目

第
二
十
一
紙
三
七
・
〇

四
行
目
～
十
七
行
目

第
二
十
二
紙

二
・
六

十
八
行
目
（
終
（

第
二
十
三
紙
三
四
・
二

絵
十

絵
十
（
始
（

紅
葉
右
の
枝
先

第
二
十
四
紙
三
七
・
六

絵
十
一

紅
葉
右
の
枝
先

二
体
の
鬼

第
二
十
五
紙

八
・
〇

二
体
の
鬼

手
前
の
鬼
の
右
足

第
二
十
六
紙
二
九
・
一

手
前
の
鬼
の
右
足

絵
十
二

土
蜘
蛛
を
捕
ら
え
る
綱

第
二
十
七
紙
一
〇
・
五

土
蜘
蛛
を
捕
ら
え
る
綱

頼
光
の
烏
帽
子

第
二
十
八
紙
二
八
・
〇

頼
光
の
烏
帽
子

詞
書
九

一
行
目

第
二
十
九
紙
一
〇
・
七

二
行
目
～
五
行
目

第
三
十
紙

二
六
・
五

六
行
目
～
十
七
行
目

第
三
十
一
紙
一
一
・
〇

一
七
行
目
～
二
十
一
行
目
（
終
（

第
三
十
二
紙
二
四
・
七

絵
十
三

絵
十
三
（
始
（

土
蜘
蛛
の
顔

第
三
十
三
紙
三
七
・
五

土
蜘
蛛
の
顔

絵
十
四

燃
え
る
古
い
家

第
三
十
四
紙
二
一
・
五

絵
十
四
（
終
（

　

各
紙
と
「
詞
書
・
絵
」
の
内
容
を
対
照
す
る
と
、
大
正
本
に
は
通
常
の
絵
巻

と
は
異
な
る
特
徴
が
確
認
で
き
る
。
一
般
的
な
絵
巻
の
場
合
、
絵
と
詞
書
の
紙

は
分
か
れ
て
お
り
、
同
じ
紙
の
中
に
絵
と
詞
書
の
両
方
が
入
る
こ
と
は
あ
ま
り

な
い
。
し
か
し
大
正
本
は
、
第
二
紙
は
詞
書
一
か
ら
始
ま
る
が
、
詞
書
を
全
て

終
え
て
も
紙
を
変
え
ず
に
そ
の
ま
ま
絵
一
に
移
行
す
る
。
こ
の
他
に
も
、
第
六

紙
は
絵
三
か
ら
詞
書
二
、
第
七
紙
は
詞
書
二
か
ら
絵
四
、
第
十
紙
は
詞
書
三
か

ら
絵
五
、
第
十
二
紙
は
絵
五
か
ら
詞
書
四
、
第
十
五
紙
は
絵
六
か
ら
詞
書
五
か

ら
絵
七
、
第
十
六
紙
は
絵
七
か
ら
詞
書
六
、
第
十
七
紙
は
詞
書
六
か
ら
絵
八
、

第
十
九
紙
は
詞
書
七
か
ら
絵
九
、
第
二
十
紙
は
絵
九
か
ら
詞
書
八
、
第
二
十
八

紙
は
絵
十
二
か
ら
詞
書
九
と
な
っ
て
お
り
、
絵
と
詞
書
で
紙
を
分
け
ず
に
用
い

て
い
る
。
そ
の
た
め
大
正
本
は
、
横
の
寸
法
に
差
が
あ
る
紙
を
繋
ぎ
、
各
紙
の

切
れ
目
に
関
係
な
く
絵
や
詞
書
を
書
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、『
土
蜘
蛛
草

子
』
の
模
写
本
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
第
四
紙
か
ら
第
五
紙
に
か
け
て
は
紙
面
の
区
切
れ
と
内
容
の
区
切

れ
が
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
第
八
紙
か
ら
第
九
紙
、
第
十
三
紙
か
ら
第
十

四
紙
、
第
十
八
紙
か
ら
第
十
九
紙
、
第
二
十
三
紙
か
ら
第
二
十
四
紙
、
第
三
十

一
紙
か
ら
第
三
十
二
紙
も
同
様
で
、
紙
面
の
区
切
れ
と
内
容
の
区
切
れ
が
一
致

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

さ
て
、
大
正
本
の
絵
の
特
徴
と
し
て
、
他
の
模
写
本
の
伝
本
に
は
見
ら
れ
な

い
文
字
の
書
き
入
れ
が
存
在
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
書
き
入
れ
の
数

や
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
【
表
三
】
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
表
三
】
絵
中
の
書
き
入
れ
一
覧

番
号

絵

位
置

書
き
入
れ

（

絵
三

右
上
端
の
縁
の
下

六
曲

（

絵
六

右
奥
美
女
の
足
下

白
六
曲
ウ
シ

（

絵
六

右
奥
美
女
の
着
物

白
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（

絵
六

左
手
前
美
女
の
着
物

白

（

絵
七

右
側
尼
の
頭
の
被
り
物

白

（

絵
八

左
側
美
女
の
足
下

六

（

絵
九

左
端
山
の
上

六
曲

（

絵
十
一

左
上
端
の
山
の
上

六
曲

（

絵
十
二

中
央
山
の
上

墨
滅
「
六
曲
」

（0

絵
十
三

左
下
頼
光
の
下

六
曲

（（

絵
十
三

左
下
の
頼
光
の
下

六
曲

（（

絵
十
四

中
央
家
の
下

ウ
ス
六
曲

　

文
字
の
書
き
入
れ
は
全
部
で
十
二
例
確
認
で
き
る
。「
六
」
は
該
当
箇
所
が

六
青
の
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
お
よ
そ
色
の
指
定
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。「
白
」
や
「
ウ
シ
」「
ウ
ス
」
も
同
様
に
色
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
考
え

て
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
六
曲
」
は
屏
風
の
形
態
を
示
す
と
き
に
用
い
ら
れ

る
言
葉
で
あ
る
。
色
の
指
定
の
記
載
が
絵
中
に
あ
る
点
は
、
粉
本
の
可
能
性
も

う
か
が
わ
せ
る
が
、
一
方
で
、
料
紙
が
粉
本
で
用
い
ら
れ
る
も
の
よ
り
厚
い
こ

と
や
、
実
際
に
色
づ
け
を
し
て
い
る
点
か
ら
、
大
正
本
を
粉
本
と
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
る
。

三
、『
土
蜘
蛛
草
子
』
伝
本
に
つ
い
て

　
『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
伝
本
は
、
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
古
写
本
の
東

博
Ａ
本
、
そ
の
古
写
本
を
模
写
し
た
、
模
写
本
の
東
博
Ｂ
本
が
存
在
し
、
そ
の

他
現
存
す
る
諸
伝
本
は
全
て
東
博
Ｂ
本
と
同
様
、
東
博
Ａ
本
の
模
写
本
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
伝
本
で
あ
る
大
正
本
の
系
統
は
料
紙
各
紙
の
横
の
寸

法
が
一
定
で
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
模
写
本
で
あ
る
可
能

性
を
指
摘
し
た
。

　

次
に
、
大
正
本
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
た
め
に
諸
伝
本
の
系
統
を
確
認
し
、

『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
伝
本
を
系
統
ご
と
に
分
類
す
る
。
須
藤
氏
や
山
本
氏
の
論

考
（
（1
（

を
参
照
し
つ
つ
伝
本
を
分
類
し
、
大
正
本
を
加
え
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ⅰ
、
古
本
系

　
　

東
京
国
立
博
物
館
本

　
　
　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
に
写
真
あ
り
。

　
　
　

Ａ
本
と
し
、｢

東
博
Ａ
本｣

と
略
す
。

　
　
　
『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
と
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
に
翻
刻
あ
り
。

Ⅱ
、
模
本
系

　

ア
東
京
国
立
博
物
館
本（
模
本
（

　
　
　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
に
写
真
あ
り
。

　
　
　

Ｂ
本
と
し
、｢

東
博
Ｂ
本｣

と
略
す
。

　

イ
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
本

　
　
　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
公
開
済
み
。｢

京
都
本｣

と
略
す
。

　

ウ
大
英
博
物
館
本

　
　
　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
公
開
済
み
。｢

大
英
本｣

と
略
す
。

　

エ
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
本

　
　
　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
公
開
済
み
。｢

国
日
本｣

と
略
す
。

　

オ
神
宮
文
庫
本

　
　
　

未
見
、｢
神
宮
本｣

と
略
す
。

　

カ
大
正
大
学
附
属
図
書
館
本
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｢

大
正
本｣

と
略
す
。

　

大
正
本
は
、
東
博
Ａ
本
と
文
字
の
欠
落
し
て
い
る
箇
所
や
絵
の
描
か
れ
方
が

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
他
の
伝
本
と
同
じ
く
東
博
Ａ
本
の
模
本
で

あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。（【
写
真
四
・
五
】（

四
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
土
蜘
蛛
草
子
』
内
容
・
構
成

　
『
土
蜘
蛛
草
子
』
は
、
詞
書
の
一
部
が
欠
失
し
て
い
る
ほ
か
順
序
に
も
錯
簡

が
見
ら
れ
る
た
め
、
も
と
の
構
成
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
東
博
Ａ

本
は
特
に
錯
簡
が
多
い
こ
と
か
ら
、
東
博
Ｂ
本
と
の
比
較
に
よ
り
補
正
の
試
み

が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
東
博
Ｂ
本
も
正
確
な
配
置
で
は
な
い
と
す
る
指

摘
が
上
野
論
（
（（
（

や
小
松
論
（
（1
（

に
よ
っ
て
さ
れ
て
お
り
、
本
文
の
解
釈
に
つ
い
て
は

未
だ
結
論
を
み
て
い
な
い
。

　

次
に
、
大
正
本
を
基
に
『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
本
文
の
解
釈
を
考
察
す
る
た

め
、
本
伝
本
の
内
容
と
構
成
を
【
表
四
】
と
し
て
示
す
。

【
表
四
】
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
内
容
・
構
成

　
〔
凡
例
〕

　

・「
詞
（
行
（・
絵
」
は
詞
書
（
行
数
（
と
絵
の
区
切
り
ご
と
に
分
け
て
示
す
。

　

・「
書
出
し
・
登
場
物
等
」
は
詞
書
の
場
合
は
本
文
の
書
出
し
を
示
し
、
絵
の
場
合
は
画
中
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
を
示
す
。

　

・「
内
容
・
場
面
」
は
詞
書
と
絵
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
概
括
や
場
面
の
内
容
を
示
す
。

詞
書
（
行
（・
絵

書
出
し
・
登
場
物
等

内
容
・
場
面

詞
書
一

（
十
六
行
）

み
な
も
と
の
頼
光

　

頼
光
と
綱
は
蓮
台
野
で
空
飛
ぶ
髑
髏
に
遭
遇
す
る
。
そ
の
髑
髏
を
追
う
と
や
が
て
神
楽
岡
の
古
い
家
に
到
り
、

二
人
は
広
い
庭
へ
と
入
っ
て
い
く
が
、
頼
光
は
綱
を
置
い
て
更
に
そ
の
中
に
入
っ
て
い
く
。

絵
一

頼
光
・
四
天
王

　

頼
光
と
綱
、
蓮
台
野
で
見
か
け
た
空
飛
ぶ
髑
髏
を
追
い
神
楽
岡
の
古
い
家
に
到
る
場
面
。

絵
二

頼
光
・
綱

　

頼
光
と
綱
、
神
楽
岡
の
古
い
家
に
入
り
、
そ
の
家
の
縁
側
で
警
戒
を
し
て
い
る
が
、
や
が
て
頼
光
は
綱
を
置
い

て
中
へ
と
入
っ
て
い
く
場
面
。

絵
三

頼
光
・
男
女
の
首
女
の
髑
髏

（
詞
書
欠
（

　

頼
光
、
古
い
家
の
部
屋
を
探
索
し
て
い
る
と
男
女
の
首
や
女
の
髑
髏
が
落
ち
て
い
る
部
屋
に
到
り
、
刀
を
抜
い

て
警
戒
を
し
て
い
る
場
面
。

詞
書
二

（
二
十
一
行
（

た
い
と
こ
ろ
の
障
子
の

　

台
所
に
は
二
百
九
十
歳
の
異
様
な
姿
の
老
女
が
お
り
、
老
女
は
頼
光
に
自
ら
を
殺
す
よ
う
に
頼
む
が
、
頼
光
は

無
視
し
て
退
出
す
る
。

絵
四

頼
光
・
老
婆

　

頼
光
が
台
所
で
二
百
九
十
歳
の
異
様
な
姿
の
老
女
に
遭
遇
し
向
か
い
合
っ
て
い
る
場
面
。



7

「
国
文
学
試
論
」
第
31
号
　
令
和
4
年
3
月

詞
書
三

（
十
七
行
（

夕
や
み
の
程
そ
ら
の
け
し
き　

夕
闇
の
程
、
雨
風
、
雷
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
異
形
異
類
の
も
の
ど
も
が
現
れ
、
頼
光
が
睨
む
と
、
異
形
異
類
の

も
の
ど
も
は
ど
う
と
笑
い
障
子
の
方
に
去
っ
て
い
っ
た
。

絵
五

頼
光
・
異
形
異
類
の
も
の
　

頼
光
の
前
に
主
に
器
物
で
あ
ろ
う
異
形
の
も
の
ど
も
が
、
ま
る
で
百
鬼
夜
行
の
よ
う
に
現
れ
ど
う
と
笑
う
様
子

を
、
頼
光
が
座
り
な
が
ら
見
て
い
る
場
面
。

詞
書
四

（
十
六
行
（

鶏
人
あ
か
つ
き
を
唱
へ
て
　

暁
の
頃
、
頼
光
が
朝
を
待
っ
て
い
る
と
、
楊
貴
妃
や
李
夫
人
を
思
わ
せ
る
美
女
が
現
れ
て
対
座
し
、
頼
光
が
そ

の
様
子
を
見
て
い
る
と
美
女
は
立
ち
上
が
り
帰
ろ
う
と
す
る
。

絵
六

頼
光
・
美
女

　

暁
の
頃
、
目
の
前
に
現
れ
た
美
女
と
対
座
し
頼
光
が
そ
の
美
女
を
見
つ
め
て
い
る
場
面
。

詞
書
五

（
八
行
（

ま
た
一
人
の
尼
き
た
れ
り
　

頼
光
の
前
に
一
人
の
尼
が
現
れ
、
頭
二
尺
、
丈
は
一
尺
で
あ
っ
た
。
頼
光
が
睨
み
つ
け
た
と
こ
ろ
、
尼
は
に
こ

に
こ
と
笑
い
な
が
ら
雲
霞
が
消
え
る
よ
う
に
消
え
て
い
っ
た
。

絵
七

頼
光
・
尼

　

頼
光
は
、
頭
二
尺
、
丈
一
尺
の
尼
と
遭
遇
し
対
座
し
て
尼
を
睨
ん
で
い
る
場
面
。

詞
書
六

（
五
行
（

め
も
あ
や
な
る
心
地
す
る
に　

頼
光
は
美
女
に
鞠
の
よ
う
な
白
雲
を
投
げ
ら
れ
、
一
時
的
に
目
が
か
す
む
が
頼
光
が
刀
を
抜
い
て
礎
石
に
到
達

す
る
ほ
ど
強
く
斬
り
つ
け
る
。

絵
八

頼
光
・
美
女（
絵
六
と
同
一
人
物
（　

美
女
（
絵
六
と
同
一
人
物
（
が
頼
光
に
向
か
っ
て
白
雲
を
投
げ
つ
け
、
頼
光
は
美
女
に
斬
り
か
か
っ
て
い
る
場
面
。

詞
書
七

（
八
行
（

化
人
帰
り
つ
れ
は
綱
き
た
れ

り

　

美
女
が
消
え
る
と
そ
こ
に
綱
が
駆
け
つ
け
る
。
刀
を
確
認
す
る
と
折
損
は
し
て
い
た
が
、
刀
に
白
血
が
着
い
て

お
り
、
そ
の
血
の
跡
を
追
い
か
け
西
山
の
奥
の
洞
窟
に
着
く
。

絵
九

頼
光
・
綱

　

頼
光
と
綱
、
美
女
の
血
の
跡
を
追
い
か
け
て
山
な
ど
を
登
っ
て
い
る
道
中
の
場
面
。

詞
書
八

（
十
八
行
（

綱
か
い
ふ
や
う
御
剣
の
さ
き

の

　

綱
は
用
心
し
て
人
形
を
作
り
、
こ
れ
を
前
に
し
て
洞
窟
に
向
か
う
と
、
二
十
丈
程
の
無
数
の
足
を
も
つ
土
蜘
蛛
に

遭
遇
し
、
そ
こ
に
剣
先
が
飛
ん
で
き
て
人
形
に
刺
さ
る
。
す
ぐ
に
二
人
で
力
を
合
わ
せ
て
そ
の
土
蜘
蛛
を
掴
み
出
す
。

絵
十

頼
光
・
綱
・
人
形

　

頼
光
と
綱
が
人
形
を
前
に
出
し
警
戒
し
な
が
ら
洞
窟
の
方
に
向
か
っ
て
い
く
場
面
。

絵
十
一

二
体
の
鬼

　

頼
光
と
綱
の
前
に
巨
大
な
二
体
の
鬼
が
姿
を
現
し
歩
い
て
く
る
場
面
。

絵
十
二

頼
光
・
綱
・
土
蜘
蛛

　

頼
光
と
綱
は
二
人
で
土
蜘
蛛
を
押
さ
え
掴
み
出
し
な
が
ら
洞
窟
か
ら
引
き
ず
り
出
す
場
面
。

詞
書
九

（
二
十
一
行
（

こ
の
物
ち
か
ら
つ
よ
く
し
て　

頼
光
と
綱
は
苦
戦
す
る
が
天
照
大
神
や
正
八
幡
宮
に
祈
願
し
て
、
い
よ
い
よ
土
蜘
蛛
を
退
治
す
る
。
土
蜘
蛛
の

腹
か
ら
は
死
人
の
首
が
千
九
百
九
十
個
や
無
数
の
小
蜘
蛛
が
出
て
き
た
。
そ
の
後
、
古
い
家
を
燃
や
し
、
褒
美
と

し
て
朝
廷
か
ら
二
人
は
新
た
な
官
位
を
も
ら
う
。

絵
十
三

頼
光
・
綱
・
土
蜘
蛛
・
小
蜘

蛛
・
髑
髏

　

頼
光
と
綱
、
土
蜘
蛛
を
斬
り
退
治
す
る
。
大
量
の
首
や
無
数
の
小
蜘
蛛
が
出
て
く
る
場
面
。

絵
十
四

頼
光
・
綱

　

頼
光
と
綱
が
神
楽
岡
の
古
い
家
を
二
人
で
燃
や
し
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
場
面
。
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『
土
蜘
蛛
草
子
』
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
諸
伝
本
の
詞
書
一
の
髑
髏
が

空
を
飛
ん
で
い
る
場
面
の
絵
と
絵
三
の
頼
光
が
男
女
の
首
や
女
の
髑
髏
に
遭
遇

す
る
場
面
の
詞
書
、
以
上
の
二
つ
の
箇
所
が
欠
落
し
て
い
る
と
い
っ
た
指
摘
が

さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
ま
た
、
大
正
本
、
東
博
Ａ
本
、
東
博
Ｂ
本
な
ど
の
各
伝
本
を

比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
も
絵
や
詞
書
の
順
序
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
模
写
本
系
の
諸
伝
本
に
お
い
て
は
、
全
て
東
博
Ｂ
本
の
構
成
と
同
じ
で

あ
る
た
め
、
大
正
本
、
東
博
Ａ
本
、
東
博
Ｂ
本
の
構
成
を
対
照
す
る
た
め
に

【
表
五
】
を
示
し
比
較
を
行
う
。

【
表
五
】『
土
蜘
蛛
草
子
』
各
伝
本
の
構
成
対
照
表

　
〔
凡
例
〕

　

・
構
成
を
詞
書
と
絵
に
分
け
、
各
伝
本
の
登
場
す
る
順
に
示
し
た
。

　

・
詞
書
と
絵
は
、
各
伝
本
間
で
共
通
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
点
線
で
区
切
り
示
し
た
。

　

・
上
段
に
は
大
正
本
、
中
段
に
は
東
博
Ａ
（
古
本
系
（、
下
段
に
は
東
博
Ｂ
（
模
本
系
（
の
内
容
を
示
し
た
。

　

・
各
伝
本
の
順
番
で
差
異
が
確
認
で
き
る
箇
所
は
太
文
字
で
示
し
た
。

大
正
本

東
博
Ａ
本

東
博
Ｂ
本

【
Ⅰ
】

（
詞
書
一
）
頼
光
と
綱
は
髑
髏
を
追
い
神
楽
岡
の
古

い
家
に
着
く
。

（
絵
一
）
頼
光
と
綱
は
神
楽
岡
の
古
い
家
に
着
く
。

（
絵
二
）
頼
光
、
綱
を
置
い
て
一
人
で
家
の
中
に

入
っ
て
い
く
。

【
Ⅰ
】

（
詞
書
一
）
頼
光
と
綱
は
髑
髏
を
追
い
神
楽
岡
の
古

い
家
に
着
く
。

（
絵
一
）
頼
光
と
綱
は
神
楽
岡
の
古
い
家
に
着
く
。

（
絵
二
）
頼
光
、
綱
を
置
い
て
一
人
で
家
の
中
に

入
っ
て
い
く
。

【
Ⅰ
】

（
詞
書
一
）
頼
光
と
綱
は
髑
髏
を
追
い
神
楽
岡
の
古

い
家
に
着
く
。

（
絵
一
）
頼
光
と
綱
は
神
楽
岡
の
古
い
家
に
着
く
。

（
絵
二
）
頼
光
、
綱
を
置
い
て
一
人
で
家
の
中
に

入
っ
て
い
く
。

【
Ⅱ
】

（
絵
三
）
頼
光
、
男
女
の
首
と
女
の
髑
髏
が
あ
る
部

屋
に
至
る
。

【
Ⅲ
】

（
詞
書
二
）
頼
光
、
台
所
に
て
二
百
九
十
歳
の
老
婆

に
遭
遇
す
る
。

（
絵
四
）
頼
光
、
台
所
に
て
二
百
九
十
歳
の
老
婆
に

遭
遇
す
る
。

【
Ⅲ
】

（
詞
書
二
）
頼
光
、
台
所
に
て
二
百
九
十
歳
の
老
婆

に
遭
遇
す
る
。

（
絵
四
）
頼
光
、
台
所
に
て
二
百
九
十
歳
の
老
婆
に

遭
遇
す
る
。

【
Ⅲ
】

（
詞
書
二
）
頼
光
、
台
所
に
て
二
百
九
十
歳
の
老
婆

に
遭
遇
す
る
。

（
絵
四
）
頼
光
、
台
所
に
て
二
百
九
十
歳
の
老
婆
に

遭
遇
す
る
。
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【
Ⅵ
】

（
詞
書
五
）
頼
光
、頭
二
尺
丈
一
尺
の
尼
に
遭
遇
す
る
。

（
絵
七
）
頼
光
、
頭
二
尺
丈
一
尺
の
尼
に
遭
遇
す
る
。

【
Ⅱ
】

（
絵
三
）
頼
光
、
男
女
の
首
と
女
の
髑
髏
が
あ
る
部

屋
に
至
る
。

【
Ⅱ
】

（
絵
三
）
頼
光
、
男
女
の
首
と
女
の
髑
髏
が
あ
る
部

屋
に
至
る
。

【
Ⅷ
】

（
詞
書
八
）
頼
光
と
綱
、
人
形
を
盾
に
土
蜘
蛛
を
洞

窟
か
ら
掴
み
出
す
。

（
絵
十
）
頼
光
と
綱
、
人
形
を
前
に
し
て
先
を
行
く
。

（
絵
十
一
）
頼
光
と
綱
、
巨
大
な
二
体
の
鬼
に
遭
遇

す
る
。

（
絵
十
二
）
頼
光
と
綱
、
土
蜘
蛛
を
洞
窟
か
ら
掴
み

出
す
。

【
Ⅳ
】

（
詞
書
三
）
頼
光
、
異
形
異
類
の
も
の
ど
も
に
遭
遇

す
る
。

（
絵
五
）
頼
光
、異
形
異
類
の
も
の
ど
も
に
遭
遇
す
る
。 【

Ⅳ
】

（
詞
書
三
）
頼
光
、
異
形
異
類
の
も
の
ど
も
に
遭
遇

す
る
。

（
絵
五
）
頼
光
、異
形
異
類
の
も
の
ど
も
に
遭
遇
す
る
。 【

Ⅳ
】

（
詞
書
三
）
頼
光
、
異
形
異
類
の
も
の
ど
も
に
遭
遇

す
る
。

（
絵
五
）
頼
光
、
異
形
異
類
の
も
の
ど
も
に
遭
遇
す
る
。

【
Ⅴ
】

（
詞
書
四
）
暁
の
頃
、
頼
光
の
前
に
美
女
が
現
れ
頼

光
を
見
る
。

（
絵
六
）
頼
光
の
前
に
美
女
が
現
れ
頼
光
を
見
つ
め
る
。

【
Ⅵ
】

（
詞
書
五
）
頼
光
、頭
二
尺
丈
一
尺
の
尼
に
遭
遇
す
る
。

（
絵
七
）
頼
光
、
頭
二
尺
丈
一
尺
の
尼
に
遭
遇
す
る
。

【
Ⅵ
】

（
詞
書
五
）
頼
光
、頭
二
尺
丈
一
尺
の
尼
に
遭
遇
す
る
。

（
絵
七
）
頼
光
、
頭
二
尺
丈
一
尺
の
尼
に
遭
遇
す
る
。

【
Ⅴ
】

（
詞
書
四
）
暁
の
頃
、
頼
光
の
前
に
美
女
が
現
れ
頼

光
を
見
る
。

（
絵
六
）
頼
光
の
前
に
美
女
が
現
れ
頼
光
を
見
つ
め
る
。 【

Ⅴ
】

（
詞
書
四
）
暁
の
頃
、
頼
光
の
前
に
美
女
が
現
れ
頼

光
を
見
る
。

（
絵
六
）
頼
光
の
前
に
美
女
が
現
れ
頼
光
を
見
つ
め
る
。
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各
伝
本
を
比
較
し
た
と
き
に
、
い
ず
れ
の
伝
本
に
お
い
て
も
異
な
っ
た
配
置

を
し
て
い
た
箇
所
は
、
以
下
①
、
②
と
し
て
示
し
た
二
点
で
あ
る
。
な
お
、
該

当
箇
所
の
図
版
を
、「【
付
録
】
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
土
蜘
蛛
草
子
』
詞

書
、
絵
」
に
載
せ
て
い
る
た
め
、
本
文
に
記
し
た
写
真
番
号
を
も
と
に
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

①
【
Ⅵ
】（
詞
書
五
（（
絵
七
（
の
位
置
。
大
正
本
は
、【
Ⅵ
】（
詞
書
五
（（
絵

七
（
頼
光
が
頭
二
尺
丈
一
尺
の
尼
に
遭
遇
す
る
場
面
（【
写
真
七
】（
が
、【
Ⅴ
】

（
絵
六
（
頼
光
の
前
に
美
女
が
現
れ
頼
光
を
見
つ
め
る
場
面
（【
写
真
六
】（
と
、

【
Ⅶ
】（
詞
書
六
（
頼
光
、
美
女
に
白
雲
を
投
げ
ら
れ
刀
で
斬
り
か
か
る
場
面

（【
写
真
八
】（
の
間
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

②
【
Ⅱ
】（
絵
三
（
の
位
置
。
大
正
本
は
、【
Ⅱ
】（
絵
三
（
頼
光
、
男
女
の
首
と

女
の
髑
髏
が
あ
る
部
屋
に
到
る
場
面
（【
写
真
十
】（
が
、【
Ⅰ
】（
絵
二
（
頼
光
、

綱
を
置
い
て
一
人
で
家
の
中
に
入
っ
て
い
く
場
面
（【
写
真
九
】（
と
、【
Ⅲ
】

（
詞
書
二
（
頼
光
、
台
所
に
て
二
百
九
十
歳
の
老
婆
に
遭
遇
す
る
場
面
（【
写
真

【
Ⅶ
】

（
詞
書
六
）
頼
光
、
美
女
に
白
雲
を
投
げ
ら
れ
刀
で

斬
り
か
か
る
。

（
絵
八
）
頼
光
、
美
女
に
刀
で
斬
り
か
か
る
。

（
詞
書
七
）
頼
光
と
綱
、
血
の
跡
を
追
い
か
け
て
洞

窟
に
着
く
。

（
絵
九
）
頼
光
と
綱
、
血
の
跡
を
追
っ
て
移
動
す
る
。 【

Ⅶ
】

（
詞
書
六
）
頼
光
、
美
女
に
白
雲
を
投
げ
ら
れ
刀
で

斬
り
か
か
る
。

（
絵
八
）
頼
光
、
美
女
に
刀
で
斬
り
か
か
る
。

（
詞
書
七
）
頼
光
と
綱
、
血
の
跡
を
追
い
か
け
て
洞

窟
に
着
く
。

（
絵
九
）
頼
光
と
綱
、
血
の
跡
を
追
っ
て
移
動
す
る
。 【

Ⅶ
】

（
詞
書
六
）
頼
光
、
美
女
に
白
雲
を
投
げ
ら
れ
刀
で

斬
り
か
か
る
。

（
絵
八
）
頼
光
、
美
女
に
刀
で
斬
り
か
か
る
。

（
詞
書
七
）
頼
光
と
綱
、
血
の
跡
を
追
い
か
け
て
洞

窟
に
着
く
。

（
絵
九
）
頼
光
と
綱
、
血
の
跡
を
追
っ
て
移
動
す
る
。

【
Ⅷ
】

（
詞
書
八
）
頼
光
と
綱
、
人
形
を
盾
に
土
蜘
蛛
を
洞

窟
か
ら
掴
み
出
す
。

（
絵
十
）
頼
光
と
綱
、
人
形
を
前
に
し
て
先
を
行
く
。

（
絵
十
一
）
頼
光
と
綱
、
巨
大
な
二
体
の
鬼
に
遭
遇

す
る
。

（
絵
十
二
）
頼
光
と
綱
、
土
蜘
蛛
を
洞
窟
か
ら
掴
み

出
す
。

【
Ⅷ
】

（
詞
書
八
）
頼
光
と
綱
、
人
形
を
盾
に
土
蜘
蛛
を
洞

窟
か
ら
掴
み
出
す
。

（
絵
十
）
頼
光
と
綱
、
人
形
を
前
に
し
て
先
を
行
く
。

（
絵
十
一
）
頼
光
と
綱
、
巨
大
な
二
体
の
鬼
に
遭
遇

す
る
。

（
絵
十
二
）
頼
光
と
綱
、
土
蜘
蛛
を
洞
窟
か
ら
掴
み

出
す
。

【
Ⅸ
】

（
詞
書
九
）
頼
光
と
綱
、
土
蜘
蛛
を
退
治
し
古
い
家

を
燃
や
す
。

（
絵
十
三
）
頼
光
と
綱
、
土
蜘
蛛
を
退
治
す
る
。

（
絵
十
四
）
頼
光
と
綱
、神
楽
岡
の
古
い
家
を
燃
や
す
。 【

Ⅸ
】

（
詞
書
九
）
頼
光
と
綱
、
土
蜘
蛛
を
退
治
し
古
い
家

を
燃
や
す
。

（
絵
十
三
）
頼
光
と
綱
、
土
蜘
蛛
を
退
治
す
る
。

（
絵
十
四
）
頼
光
と
綱
、神
楽
岡
の
古
い
家
を
燃
や
す
。 【

Ⅸ
】

（
詞
書
九
）
頼
光
と
綱
、
土
蜘
蛛
を
退
治
し
古
い
家

を
燃
や
す
。

（
絵
十
三
）
頼
光
と
綱
、
土
蜘
蛛
を
退
治
す
る
。

（
絵
十
四
）
頼
光
と
綱
、神
楽
岡
の
古
い
家
を
燃
や
す
。
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十
一
】（
の
間
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
具
体
的
に
説
明
す
る
。
ま
ず
①
の
点
で
あ
る
が
大
正
本
の
【
Ⅵ
】（
詞

書
五
（（
絵
七
（
の
位
置
が
、
他
の
伝
本
に
比
べ
て
後
ろ
の
方
に
描
か
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
大
正
本
の
構
成
で
は
、【
Ⅴ
】（
詞
書
四
（（
絵
六
（
で
楊
貴
妃
か
李

夫
人
を
思
わ
せ
る
美
女
に
遭
遇
し
、【
Ⅵ
】（
詞
書
五
（（
絵
七
（
で
頭
二
尺
、
丈

一
尺
の
尼
に
遭
遇
す
る
。
そ
の
後
、【
Ⅶ
】（
詞
書
六
（（
絵
八
（
で
頼
光
は
先
ほ

ど
の
美
女
に
鞠
の
よ
う
な
白
雲
を
投
げ
ら
れ
、
美
女
を
刀
で
斬
り
つ
け
て
い
く

と
い
っ
た
展
開
と
な
り
、
展
開
に
矛
盾
が
生
じ
る
。
補
正
し
た
東
博
Ａ
本
も
大

正
本
と
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
東
博
Ｂ
本
の
構
成
で
は
、【
Ⅵ
】（
詞
書
五
（（
絵

七
（
は
【
Ⅳ
】（
詞
書
三
（（
絵
五
（
異
類
異
形
の
も
の
ど
も
に
遭
遇
す
る
場
面

の
後
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
配
置
は
内
容
に
矛
盾
が
生
じ
て
い
な

い
。
ま
た
、
東
博
Ｂ
本
で
は
【
Ⅴ
】（
詞
書
四
（（
絵
六
（
の
一
度
目
の
美
女
と

の
場
面
と
【
Ⅶ
】（
詞
書
六
（（
絵
八
（
の
二
度
目
の
美
女
と
の
場
面
は
連
続
し

た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
構
成
に
基
づ
く
と
、
一
度
目
に
美
女
が
出
て
く

る
場
面
の
最
後
で
美
女
は
立
ち
上
が
り
退
出
す
る
素
振
り
を
し
て
頼
光
を
油
断

さ
せ
、
二
度
目
の
美
女
の
場
面
で
鞠
の
よ
う
な
白
雲
を
頼
光
に
投
げ
つ
け
る
と

い
っ
た
巧
妙
な
作
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
解
釈
は
適
切
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
正
本
で
は
そ
の
間
に
【
Ⅵ
】
が
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
、
突
然
別
の
鬼
物
で
あ
る
尼
が
登
場
し
、
前
後
の
話
の
繋
が
り
が
失
わ

れ
構
成
が
破
綻
す
る
。

　

ま
た
、
東
博
Ａ
本
が
不
適
当
で
あ
る
理
由
は
、
時
系
列
か
ら
推
知
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
東
博
Ａ
本
は
、【
Ⅵ
】（
詞
書
五
（（
絵
七
（
が
【
Ⅳ
】（
詞
書
三
（

頼
光
、
異
形
異
類
の
も
の
ど
も
に
遭
遇
す
る
場
面
よ
り
前
に
配
置
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
配
置
で
は
矛
盾
が
生
じ
る
。（
詞
書
五
（
で
は
、
尼
が
「
と
う
た
い

の
も
と
に
、
ゐ
よ
り
て
、
火
を
け
を
と
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
面
は

夜
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
夜
に
な
る
の
は
【
Ⅳ
】（
詞
書
三
（
の
冒

頭
「
夕
や
み
の
程
、
そ
ら
の
け
し
き
、
た
ゝ
な
ら
す
な
り
ぬ
」
か
ら
で
あ
り
、

東
博
Ａ
本
で
は
こ
の
順
番
が
逆
転
し
て
い
る
。
こ
の
配
置
で
は
、
夜
に
な
る
前

に
灯
台
に
火
が
つ
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
構
成
が
破
綻
し
て
し
ま
う
の

で
あ
る
（
（1
（

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、【
Ⅵ
】（
詞
書
五
（（
絵
七
（
の
位
置
は
大
正
本

や
東
博
Ａ
本
の
配
置
よ
り
も
、
い
ず
れ
の
矛
盾
点
に
も
該
当
し
な
い
東
博
Ｂ
本

の
配
置
の
方
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

②
は
、
大
正
本
の
【
Ⅱ
】（
絵
三
（
の
位
置
が
、
他
の
伝
本
に
比
べ
て
前
の
方

に
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
大
正
本
の
構
成
で
は
、
冒
頭
で
頼
光
は
【
Ⅰ
】

（
詞
書
一
（（
絵
一
（（
絵
二
（
で
空
飛
ぶ
髑
髏
に
遭
遇
し
、
そ
の
髑
髏
を
追
い
か

け
て
神
楽
岡
の
古
い
家
に
到
り
、
頼
光
は
綱
を
置
い
て
一
人
で
家
の
中
へ
と
入

る
。
そ
の
後
、【
Ⅱ
】（
絵
三
（
男
女
の
首
や
女
の
髑
髏
が
置
か
れ
て
い
る
部
屋

に
着
い
て
、
頼
光
は
刀
を
抜
い
て
身
構
え
る
。
こ
の
後
の
展
開
で
は
【
Ⅲ
】（
詞

書
二
（（
絵
四
（
で
初
め
て
二
百
九
十
歳
の
異
様
な
姿
の
老
婆
に
遭
遇
し
、
そ
の

後
様
々
な
鬼
物
と
対
峙
し
て
い
く
と
い
う
展
開
に
な
る
。
東
博
Ａ
本
で
は
（
絵

七
（
頼
光
が
頭
二
尺
、
丈
一
尺
の
尼
に
遭
遇
し
、（
絵
三
（
男
女
の
首
と
女
の

髑
髏
の
部
屋
に
着
い
た
後
に
（
詞
書
八
（
頼
光
と
綱
が
人
形
を
盾
に
土
蜘
蛛
を

洞
窟
か
ら
掴
み
出
す
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
東
博
Ｂ
本
で
は
（
絵
四
（
二
百
九

十
歳
の
老
女
に
遭
遇
し
た
後
に
、（
絵
三
（
男
女
の
首
と
女
の
髑
髏
の
部
屋
を

一
度
経
由
し
て
（
詞
書
三
（
異
形
異
類
の
も
の
ど
も
に
遭
遇
す
る
と
い
う
構
成

と
な
っ
て
い
る

　

内
容
の
繋
が
り
に
お
い
て
、
東
博
Ａ
本
や
東
博
Ｂ
本
の
古
い
家
に
入
っ
て
す

ぐ
に
鬼
物
と
遭
遇
す
る
展
開
は
余
り
に
も
唐
突
で
あ
る
。
ま
た
、
東
博
Ａ
本
に
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つ
い
て
は
、
こ
の
後
に
話
が
土
蜘
蛛
の
退
治
す
る
場
面
ま
で
飛
ん
で
い
る
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
大
正
本
の
構
成
で
は
、
頼
光
は
空
飛
ぶ
髑
髏
を
追

い
か
け
て
到
っ
た
神
楽
岡
の
古
い
家
に
入
り
、
最
初
の
部
屋
で
男
女
の
首
や
女

の
髑
髏
に
遭
遇
す
る
。
こ
の
一
場
面
を
挟
む
こ
と
で
、
こ
の
家
に
は
人
を
殺
め

て
喰
う
よ
う
な
鬼
物
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
頼
光
は
予
感
す
る
。
こ
う

し
た
展
開
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
に
二
百
九
十
歳
の
老
女
を
初
め
と
す
る
様
々
な

鬼
物
に
遭
遇
し
て
い
く
こ
と
は
自
然
で
あ
り
、
東
博
Ａ
本
や
東
博
Ｂ
本
よ
り
構

成
が
適
当
で
あ
る
た
め
、
大
正
本
の
配
置
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
先
行
研
究
で
は
、
東
博
Ｂ
本
の
配
置
の
指
摘
を
し
た
上
野
論
や
小
松

論
に
改
め
て
注
目
し
た
い
。
こ
の
二
人
は
、
錯
簡
が
生
じ
る
前
の
形
を
残
す
と

さ
れ
て
い
る
東
博
Ｂ
本
も
、
詞
書
の
欠
落
な
ど
か
ら
正
確
な
配
置
で
は
な
い
と

し
て
、
新
た
に
補
正
を
行
っ
た
構
成
表
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
二
人
が
各
々

作
成
し
た
『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
構
成
は
完
全
に
一
致
し
、
東
博
Ｂ
本
と
比
較
す

る
と
配
置
が
異
な
る
箇
所
は
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
補
正
さ
れ
た
箇
所

と
い
う
の
が
、【
Ⅱ
】（
絵
三
（
頼
光
が
男
女
の
首
や
女
の
髑
髏
が
置
か
れ
て
い

る
部
屋
に
到
る
場
面
で
あ
り
、
そ
の
配
置
は
【
Ⅰ
】（
絵
二
（
頼
光
が
綱
を
置
い

て
一
人
で
家
の
中
に
入
る
場
面
と
【
Ⅱ
】（
詞
書
二
（
台
所
に
て
二
百
九
十
歳
の

老
婆
に
遭
遇
す
る
場
面
の
間
に
位
置
す
る
。
大
正
本
の
構
成
に
つ
い
て
は
【
表

四
】
で
既
に
述
べ
た
が
、
こ
の
（
絵
三
（
の
配
置
が
上
野
論
や
小
松
論
が
補
正

し
て
示
し
た
あ
る
べ
き
順
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

【
Ⅱ
】（
絵
三
（
頼
光
が
男
女
の
首
や
女
の
髑
髏
が
置
か
れ
て
い
る
部
屋
に
到
る

場
面
は
、
大
正
本
の
構
成
が
最
も
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

構
成
の
検
証
に
つ
い
て
は
以
上
で
あ
る
。『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
模
写
本
で
あ

る
大
正
本
と
東
博
Ｂ
本
に
配
置
の
違
い
が
生
じ
て
し
ま
う
原
因
は
、
写
さ
れ
た

時
代
に
よ
っ
て
東
博
Ａ
本
の
配
置
に
違
い
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
同
じ
模
本
系
の
伝
本
の
間
で
あ
っ
て
も
そ
の
構
成
に
差
異
が

生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
土
蜘
蛛
草
子
』
に
つ
い
て
、
他
の
伝
本

と
の
比
較
を
基
に
行
う
こ
と
で
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
大
正
本
は

新
出
の
伝
本
で
あ
る
。
横
の
寸
法
に
差
が
あ
る
紙
を
繋
ぎ
、
各
紙
の
切
れ
目
に

関
係
な
く
絵
や
詞
書
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
模
写
本

で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
東
博
Ａ
本
と
絵
や
詞
書
が
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
東
博
Ａ
本
の
模
写
本
の
系
統
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

構
成
に
つ
い
て
は
、
大
正
本
は
他
の
伝
本
と
は
絵
や
詞
書
に
お
い
て
異
な
る

箇
所
が
二
つ
存
在
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。
第
一
に
大
正
本
や
東
博
Ａ
本
の

【
Ⅵ
】（
詞
書
五
（（
絵
七
（
の
配
置
で
は
、
前
後
の
詞
書
と
の
繋
が
り
が
失
わ
れ

構
成
が
破
綻
し
て
し
ま
う
た
め
、
東
博
Ｂ
本
が
最
も
適
切
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
第
二
に
大
正
本
の
【
Ⅱ
】（
絵
三
（
の
位
置
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
内
容

の
繋
が
り
に
お
い
て
、
大
正
本
の
【
Ⅰ
】（
絵
二
（
と
【
Ⅲ
】（
詞
書
二
（
の
間

に
【
Ⅱ
】（
絵
三
（
が
位
置
す
る
構
成
が
最
も
適
切
な
解
釈
で
あ
り
、
ま
た
、
先

行
研
究
に
お
い
て
補
正
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
た
構
成
表
の
（
絵
三
（
の
新
た
な

配
置
が
大
正
本
の
構
成
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、【
Ⅱ
】（
絵
三
（
の
頼
光
が
男

女
の
首
や
女
の
髑
髏
が
置
か
れ
て
い
る
部
屋
に
到
る
場
面
は
、
大
正
本
が
内
容

展
開
に
沿
っ
た
配
置
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
正
本
は
、
東
博
Ａ
本
の
模
写
本
系
統
の
一
本
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
き
た
。
し
か
し
、
東
博
Ｂ
本
を
初
め
と
す
る
模
本
と
比
較
す
る

と
、
構
成
や
絵
中
の
書
き
入
れ
の
有
無
な
ど
の
面
で
大
正
本
と
は
異
な
る
た

め
、
全
く
同
じ
系
統
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
今
ま
で

の
模
本
系
の
諸
伝
本
は
甲
類
と
し
、
大
正
本
は
異
な
っ
た
特
徴
を
有
す
る
模
本

系
の
別
の
伝
本
と
し
て
、
乙
類
と
し
て
別
に
立
て
る
こ
と
に
す
る
。

　

今
後
、
東
博
Ａ
本
を
直
接
模
写
し
た
可
能
性
な
ど
、
東
博
Ａ
本
と
の
関
係
に

つ
い
て
更
に
検
証
し
て
い
き
た
い
。

【
注
】

（
（
（�『
土
蜘
蛛
草
紙
』『
土
蜘
蛛
の
草
子
』
と
表
記
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
稿

で
は
『
土
蜘
蛛
草
子
』
と
す
る
。

（
（
（�こ
れ
ま
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
須
藤
真
紀
「『
土
蜘
蛛
草
紙
』
成
立

の
背
景
を
め
ぐ
っ
て
」（『
説
話
文
学
研
究
三
七
、
二
〇
〇
二
年
六
月
（
で

は
、『
土
蜘
蛛
草
子
』
を
山
姥
伝
承
の
過
程
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
考

察
、
水
野
僚
子
「
土
蜘
蛛
草
紙
に
描
か
れ
た
女
性
の
身
体
―
図
像
と
解
釈

言
説
の
再
生
産
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
叢
書
四
視
覚
表
像
と

音
楽
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
〇
年
（
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら

『
土
蜘
蛛
草
子
』
を
考
察
し
、
男
性
観
者
の
女
性
恐
怖
や
去
勢
不
安
を
克

服
す
る
物
語
と
い
う
新
た
な
解
釈
、
本
多
康
子
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵

「
土
蜘
蛛
草
紙
」
の
物
語
フ
レ
ー
ム
再
考
」（『
中
世
絵
画
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

Ⅱ
』
青
簡
舎
、
二
〇
一
四
年
（
で
は
、『
土
蜘
蛛
草
子
』
を
英
雄
に
よ
る

怪
物
退
治
の
武
勇
譚
と
し
て
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
源
氏
の
武
将
と
い
っ

た
「
源
氏
尊
崇
」
へ
と
巧
妙
に
焦
点
を
絞
り
込
む
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

論
、
山
本
陽
子
「
東
京
国
立
博
物
館
本｢

土
蜘
蛛
草
紙｣

絵
巻
と
人
形
芝

居
―
特
異
な
筋
立
て
と
絵
画
表
現
の
理
由
に
つ
い
て
―
」（『
明
星
大
学
研

究
記
要
（
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
（』
二
三
、
二
〇
一
五
年
三
月
（

で
は
、『
土
蜘
蛛
草
子
』
を
実
際
に
上
演
さ
れ
た
人
形
芝
居
の
舞
台
に
基

づ
い
て
作
ら
れ
た
絵
巻
で
あ
る
と
し
て
成
立
を
考
察
す
る
な
ど
、
多
様
な

視
点
で
検
討
さ
れ
て
き
た
。

（
（
（�大
正
本
は
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
絵
巻
と
同
作
品

で
あ
る
。
し
か
し
、
中
世
の
土
蜘
蛛
退
治
譚
は
『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
他
に

も
う
一
種
類
存
在
す
る
の
で
注
意
し
た
い
。
こ
ち
ら
は
、「
瘧
病
型
」
と

さ
れ
て
お
り
、
概
括
と
し
て
は
、
瘧
病
で
倒
れ
た
頼
光
の
も
と
に
僧
形
を

し
た
土
蜘
蛛
が
現
れ
て
襲
い
か
か
る
。
頼
光
が
剣
で
斬
り
つ
け
る
と
僧
は

逃
げ
て
い
く
が
、
後
に
こ
の
僧
は
四
天
王
に
よ
っ
て
退
治
さ
れ
る
と
い
っ

た
話
で
あ
る
。
代
表
さ
れ
る
も
の
は
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
『
土
く
も
』、

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
平
家
物
語
剣
之
巻
』、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

所
蔵
『
土
蜘
蛛
草
子
』
で
あ
り
、
そ
の
他
『
太
平
記
』
等
で
も
こ
の
分
類

の
土
蜘
蛛
退
治
譚
は
語
ら
れ
て
い
る
。
謡
曲
な
ど
に
も
展
開
し
、
広
く
流

布
し
た
土
蜘
蛛
退
治
譚
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
土
蜘
蛛
草
子
』

と
は
別
の
作
品
に
な
る
が
、
土
蜘
蛛
の
研
究
と
し
て
は
極
め
て
重
要
な
も

の
で
あ
る
。

（
（
（�『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
概
要
は
上
野
憲
示｢

土
蜘
蛛
草
紙
に
つ
い
て｣

（『
続
日

本
絵
巻
大
成
』
一
九
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
（
を
参
照
し
た
。
作

者
に
つ
い
て
は
、
小
松
茂
美｢

「
土
蜘
蛛
草
紙
」「
天
狗
草
紙
」「
大
江
山
絵

詞
」
―
異
類
・
異
形
の
物
語
―｣

（『
続
日
本
の
絵
巻
二
六
土
蜘
蛛
草
紙
天

狗
草
紙
大
江
山
絵
詞
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
（
に
お
い
て
、
土
佐
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長
隆
が
十
三
世
紀
初
め
の
人
物
で
、
兼
好
法
師
は
十
四
世
紀
初
め
か
ら
中

ご
ろ
の
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
人
の
生
存
年
代
に
一
世
紀
ほ
ど
の
差

が
生
じ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
村
重
寧｢

土
蜘
蛛
草
紙｣

（『
御
伽
草

子
絵
巻
』
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
（
は
、
土
佐
光
顕
も
室
町
初
期
以
前

の
土
佐
派
の
存
在
自
体
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
妥
当
性
に
欠
け
て
い
る
と

す
る
。

（
（
（�大
英
博
物
館
本
、
神
宮
文
庫
本
の
二
本
が
東
博
Ａ
の
模
写
本
で
あ
る
こ
と

は
、
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
編
『
御
伽
草
子
の
世
界
』（
三
省
堂
、
一
九

八
二
（
に
よ
り
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
。

（
（
（�国
日
本
が
模
写
本
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
山
本
陽
子
「
東
京
国
立
博
物

館
本｢

土
蜘
蛛
草
紙｣

絵
巻
と
人
形
芝
居
―
特
異
な
筋
立
て
と
絵
画
表
現

の
理
由
に
つ
い
て
―
」（『
明
星
大
学
研
究
記
要
（
人
文
学
部
・
日
本
文
化

学
科
（』
二
三
、
二
〇
一
五
年
三
月
（
に
あ
る
。

（
（
（�京
都
本
の
伝
本
研
究
は
須
藤
真
紀
「『
土
蜘
蛛
草
紙
』
成
立
の
背
景
を
め

ぐ
っ
て
」（『
説
話
文
学
研
究
』
三
七
、
二
〇
〇
二
年
六
月
（
に
よ
っ
て
指

摘
が
さ
れ
て
い
る
。

（
（
（�錯
簡
に
つ
い
て
は
、
早
く
は
、
田
中
一
松
「
土
蜘
蛛
草
紙
」（『
日
本
絵
巻

物
集
成
』
二
、
雄
山
閣
、
一
九
二
九
年
（
が
指
摘
し
、
そ
の
後
、
上
野
憲

示｢

土
蜘
蛛
草
紙
に
つ
い
て｣

（『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
一
九
、
中
央
公
論

社
、
一
九
八
四
年
（、
小
松
茂
美｢

「
土
蜘
蛛
草
紙
」「
天
狗
草
紙
」「
大
江

山
絵
詞
」
―
異
類
・
異
形
の
物
語
―｣

（『
続
日
本
の
絵
巻
二
六
土
蜘
蛛
草

紙
天
狗
草
紙
大
江
山
絵
詞
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
（
な
ど
に
指
摘

が
さ
れ
て
い
る
。

（
（
（�第
三
十
五
紙
は
、
軸
装
を
改
め
る
と
き
に
付
さ
れ
た
後
補
の
料
紙
で
あ

る
。
楮
紙
。
灰
色
、
金
箔
散
。
縦
二
六
・
五
糎
×
横
十
二
・
五
糎
。

（
（0
（�伝
本
の
分
類
は
、
須
藤
真
紀
「『
土
蜘
蛛
草
紙
』
成
立
の
背
景
を
め
ぐ
っ

て
」（『
説
話
文
学
研
究
』
三
七
、
二
〇
〇
二
年
六
月
（
や
山
本
陽
子
「
東

京
国
立
博
物
館
本｢

土
蜘
蛛
草
紙｣

絵
巻
と
人
形
芝
居
―
特
異
な
筋
立
て

と
絵
画
表
現
の
理
由
に
つ
い
て
―
」（『
明
星
大
学
研
究
記
要
（
人
文
学

部
・
日
本
文
化
学
科
（』
二
三
、
二
〇
一
五
年
三
月
（
を
参
照
し
な
が
ら

行
い
、
新
た
に
大
正
本
を
加
え
た
。

（
（（
（�「
絵
三
」
の
錯
簡
の
指
摘
は
、
上
野
憲
示｢

土
蜘
蛛
草
紙
に
つ
い
て｣

（『
続

日
本
絵
巻
大
成
』
一
九
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
（
で
さ
れ
て
お

り
、「
絵
三
」
の
新
た
な
位
置
に
つ
い
て
考
察
が
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
（�「
絵
三
」
の
新
た
な
位
置
を
述
べ
た
上
野
論
は
、
小
松
茂
美｢

「
土
蜘
蛛
草

紙
」「
天
狗
草
紙
」「
大
江
山
絵
詞
」
―
異
類
・
異
形
の
物
語
―｣

（『
続
日

本
の
絵
巻
二
六
土
蜘
蛛
草
紙
天
狗
草
紙
大
江
山
絵
詞
』
中
央
公
論
社
、
一

九
九
三
年
（
で
肯
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
そ
れ
を
踏
ま
え
た
構
成
に

よ
り
、
内
容
が
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
（�『
土
蜘
蛛
草
子
』
の
欠
落
の
指
摘
は
上
野
憲
示｢

土
蜘
蛛
草
紙
に
つ
い
て｣

（『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
一
九
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
（
の
「「
土

蜘
蛛
草
子
」
の
復
元
と
内
容
」
で
行
わ
れ
て
お
り
、
小
松
茂
美｢

「
土
蜘

蛛
草
紙
」「
天
狗
草
紙
」「
大
江
山
絵
詞
」
―
異
類
・
異
形
の
物
語
―｣

（『
続

日
本
の
絵
巻
二
六
土
蜘
蛛
草
紙
天
狗
草
紙
大
江
山
絵
詞
』
中
央
公
論
社
、

一
九
九
三
年
（
の
構
成
表
に
お
い
て
も
、
同
じ
箇
所
の
欠
落
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

（
（（
（�東
博
Ａ
本
の
詞
書
は
、
横
山
重
、
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成　

第
九
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
一
（
の
翻
刻
を
参
考
に
し
た
。
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「
国
文
学
試
論
」
第
31
号
　
令
和
4
年
3
月

　
〔
付
記
〕
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
本
稿
は
、
二

〇
二
一
年
一
二
月
一
六
日
大
正
大
学
大
学
院
国
文
学
専
攻
研
究
発
表
会
に
お
け

る
口
頭
発
表
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
す
。
発
表
の
席
上
、
御
教
示
を
賜
り

ま
し
た
先
生
方
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
写
真
三
】『
土
蜘
蛛
草
子
』
箱
蓋
の
裏
書

【
写
真
二
】『
土
蜘
蛛
草
子
』
箱

【
写
真
一
】『
土
蜘
蛛
草
子
』
現
装

【
付
録
】
大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
土
蜘
蛛
草
子
』
詞
書
・
絵

【
写
真
四
】『
土
蜘
蛛
草
子
』
冒
頭
部
（
詞
書
一
（
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「
国
文
学
試
論
」
第
31
号
　
令
和
4
年
3
月

【
写
真
五
】
頼
光
と
綱
、
土
蜘
蛛
を
退
治
す
る
場
面
（
絵
十
三
（

【
写
真
六
】
頼
光
の
前
に
美
女
が
現
れ
る
（
絵
六
（

【
写
真
七
】
頭
二
尺
丈
一
尺
の
尼
に
遭
遇
（
絵
七
（
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【
写
真
八
】
美
女
を
刀
で
斬
り
つ
け
る
（
絵
八
（

【
写
真
九
】
綱
を
置
き
一
人
で
中
に
入
る
（
絵
二
（
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「
国
文
学
試
論
」
第
31
号
　
令
和
4
年
3
月

【
写
真
十
】
男
女
の
首
と
髑
髏
に
遭
遇
（
絵
三
（

【
写
真
十
一
】
二
百
九
十
歳
の
老
婆
に
遭
遇
（
絵
四
（


